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書 評

孔経緯著

『新編中国東北地区経済史』

長春 占林教育出版rl1994り 756ページ

てみたい。

総述

第一篇

すtむ

進

中国東北における社会経済の変化

清朝入関以前および清代の東北経済の発

展

第一t；'( 清朝人閃以前およひアヘン戦1以前の

東北経済

アヘン戦争から辛亥革命までの東北経

済の変化

第二篇 民国期の束北経済の究化

第—章 辛亥革命から1919年までの東北経済の

発展

1919年から「満州事変」までの東北経

済

＇満州国，期における束北経済(})特異な

歩み

「満州事変」から1937年までの植民地

経済の形成と拡大

1937年から1945年までの植民地経済の

深化と進展

第四篇解放戦争期(})東北経済

第・一章 国民党統治区の経済

第二章解放区の経済

第五篇 中華人民共和国期における東北(})育源利

用と経済成長

第一章遼寧省

第二収吉林省

第三章黒龍江省

第四序 内モンゴル地方

余 篇 中国東北における東北アジア経済の影響

および旧ソ連との貿易関係

191ft紀末から1980年代までの中国東北にお

ける東北アジア経済の影咽

1920年代から80年代までの中国東北と旧ソ

連(})貿易関係

＂倫 1920年代から50年代までの中国中北経

済の発展過程における連続性と断絶性

第二章

せ瀬

ー

汲

本書の構成

中国東北地域（以下，東北） （ii I}はかつて「満州」

とも呼ばれ，日本人にとってはH露戦争以後，南満

州鉄道（満鉄）の経営を始めたこと， 1931年の「満

州事変」以降はH本のつくった｛鬼儡国家「満州国」

の統治する地域となったことなどから係わりの深い

地域でもある。日本における東北研究ぱ，戦前に「満

鮮史」が興隆したことからも明らかなように，その

蓄積には膨大なものがある。しかしながら，長い歴

史的な視野から東北の＇生化を考えていこうとする研

究は現在においても少ない。信頼できる通史をあげ

るとすれば戦前の1935年に出版された稲葉岩吉

渭似I満｝朴発逹史』（日本評論社）くらいであろうか

（もっともこの著作には「満州国」期についての叙

述は存在しない）。このような状況は，植民地史研

究てあれは「満州国」期を，清代史研究であれば辛

亥革命までといった，地域を歴史的な連続性からと

らえる観点に乏しいという，戦後の日本における東

北研究の偏巾竹を反映していると， iえないたろうか。

本書は清代から中華人民共和国成立以降の現在ま

てをカバーする， 756ページに及ふ大著である〉著

名の孔経緯氏は1927年に牛まれ， 5（）り代から古林大

学経済研究所で東北経済史研究に従事してきた人で

ある，著者には中国舒済史，東北経済史に関する多

数の論文，竹内があり， これらはH本においても高

く評価されている叶21。著者は1986年に『東北経済

史』（成都 l叫Ill人民出版社）という東北経済の通

史をすでに出版しておりい13) •本古はこの前苫に加

筆，補充し，現在にまで及ぶ東北経済史像を構築し

ようという労作である)まずは篇別構成についてみ

『アジア経済~ XXXVII-1 0996.ll 

第二章

布三篇

第一章

第二章

余

tに清代を対象とする第 1篇では，まず消朝の人

関からアヘン戦争に至る順治，康煕，乾隆年間の土

地経営，農業経営の変化について説明する 0 浪者は
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人関後の東北における七地体系を「官地」（清朝モ

公かI百柁するt地で，＇訂壮，蒙地なとも含めている），

「，般旗地 1 （清朝王公以外の旗人が怜令合する上地），

「民地」（民間が管理する土地）の 3つに分けて解説

している。そして「官地」，「一般旗地」における罠

業生I)r，紆営状況について述べ，アヘン戦争前にす

でに旗地制度が崩れ始めていたため、それらの一部

分が民地へと転換しつつあったことを指摘している。

続いていくつかの産業の勃興について考察し，火薬

架，採炭菜，打鉄業，紡織業，製塩菜．危融業，輸

送業，泊迅業（焼鍋）， i1!1fl}築，商業なとについて

詳しくその軌跡を記している。酒造業，油房業など

の手工業経営は関内から移住してきた雑貨商によっ

て起業占れたものが多いとし，商業から手ー［業に手

を伸はしていった商人か行本t義的1月代1係を生み

出す担し、「となったとする

次いで第2章では，アヘン戦争から辛亥革命まで

の期間に， どのように東北経済が変化したかについ

て述へてしヽ る 3 遼寧， 占林，黒龍江， 1）、Jモンゴルの

各地ことに史料に即しつつ，アヘン戦£h後，東北へ

の移民が増え，大規模な開拓が行なわれるようにな

り，旗地が民地へと変化していった経過をたどり，

しだいに閃内と同じ月建的t：地所有関係が拡大して

いったことを明らかにしている。次に麻 Î．党や金融

業の発展状況について述へ，かかるl惰．．l；茫，金融業

の発展は同時に関内との交易をも密接なものとした

ことを説明する。アヘン戦争から辛亥革命に至る期

間はロシアと H本の粁済努力か東北に合場した時期

でもあり，これら外国資本の活動についても詳述し

ている。ロシア資本の活動については中東鉄道（東

清鉄道）に付随した林業，鉱業， r＿業の状況を，「l
本資本に関しては満鉄やl1本との貿易閃係0)伸長に

ついて述へ，このような活動を通して東北経済の植

民地化の端緒が開かれたとする。

中華民国期をあつかう第2篇は， 1919年までの状

況を述べる第1章と、同年から「満州1げ因まで0)

状況につし｀て述べるり32序U)2つに分かれている。

第1序，弟2章の構成はともに第 1篇弟2．貨の構成

とほぼ同じであり，農業，工業，金融，商業，貿易，

税金，外国資本の順にそれぞれの状況について記述

74 

している。どの箇所も梢案史料などを丹念に使って

，りかれており．束北各地の状況を全体的に明らかに

しようとしている3,；じ述の基本的な論調は，束北紆

済の発展を示すことにあると読みとれる。「満州事

変．」までの期間をあつかう第2章では，この時期に

II本の経済勢）］か若しく増大している点をとくに強

淵している。片名は「満州事変 1 を、よりーI曽(})勢

力拡大を考える日本資本によって行なわれた東北制

圧と考えているようである。

第3篇では 1満州国」期の経済的変化を， 19]1~

37りをあつかう弟 l章と37~,15りをあつかう第2外i

に分けて叙述している。第 1．章と第2章の構成はは

ぽ同じであり，まず（とりわけ満鉄を中心とした）

H本資本の勢力が拡大し．日本以外の国の経済勢力

は衰退，消滅していったことを述へる。次いで「満

州[KI」期の特徴てある工業化政策と工業の発展状況

について述べ．金融，貿易，商業．農業の各分野の

動向についてそれぞれ詳述する。著者の「満州国j

期紆済の理解は， II本は「満州IKI」以前に構婆され

ていた東北経済を枯盤として，それを活用しつつl’1

らの経済的要求を追加し，戦争遂行に不可欠な重工

業の建設，拡大を行なったのだというものである。

そして咀工業(})育成を試みたごとが．ィギリスなど

(}）伯民地経営と涅なる特質だとしている。付け）Jllえ

るまでもなく．かかる理解はH本でも常識すきる＜

らいに共通したものである。また注目される論点と

して，「民族資本」は大きな制約や干渉を受けなが

らも，その発展を模索していた(})てあり，植民地化

によって単純に押し潰されたわけてはないことをt

張している点があげられる (412,434, 436ページ）。

第4篇は，内戦期の経済状況を国民党統治区と解

放［Xに分けて考察している。叙述の進め方は先の各

篇とほぽ同して，農業．工業．廂業．貿易，金融な

どの分野別に述べている。そして国民党統治区では．

1946年後半かち47年前半にかけて経済状況は回復す

るものの， 47年後半以降国民党が軍事的劣勢に寸た

されたことから各炸業の状況は悪化していったとす

る,_T.業や農業(})牛産回復にあたって，国民党かり

なった資金供与は大きな意味を持っていたと評価す

る点は，国民党イコール「悪者」という政治的なイ
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メージの相対化をうかがうことができる。

共産党の掌握下にあった解放区については，まず

士地改革の経緯について触れ，工業，交通，商業，

貿易，財政などの各部門別にそれそれの状況を述べ

ている。この部分の叙述は国民党統治区の叙述に比

べて簡単であり，従前の執拗なまでに事実に即した

叫述と比較するとやや、意外な印枚を受ける。その理

由は明らかではないが，史料的な問題によるのでは

ないかと評者は推測する。国民党統治区に関しては、

「東北行報経済委員会梢案」（遼寧省梢案館所蔵），

「国民党資源委員会梢案」（中国第二歴史梢案館所蔵）

などの国民党が残した梢案を利用することにより，

かなりの事実を知ることができる，，これに対して解

放lメについては，利用てきる枯案かあまりにも膨大

に{f在するため，これらから解放l人(/)経済状況を再

構成する事実を抽出することは未た難しいのが現状

である。それゆえか，解放［メの部分には朱建華t
編『東北解放区財政経済史稿』（吟爾浜 黒龍江人

民出版社 1987年）を頻繁に参照しており'--次史

料を尊重する著者らしくない書きぶりである。

第5篇ては，中華人民共和lIsJ以降(/)経済状況につ

いて遼寧省，吉林省，黒龍il．省，内モンゴル地方の

1つに分けて述べている，ここては統計数字を利用

して，概ね1980年代後半まて(/)牒業， t業，貿易な

との発展動向を産業部門別に品明している。

余篇ではtに対外経済関係を軸として， 1980年代
までの東北経済の動向を検討している。とくにILIソ

連との貿易をあつかった箇所は， 1920年代から80年

代までの対ゾ貿易の変遷を簡潔に示している。 1920

年代には東北からソ沌への輸出は食樹品，輸人は機

械製品という傾向があったか， 8（）年代になると食楓

晶に加えて中国製品(/)愉出か附加し，鋼材などのエ

哭原料を輸人するようになったことを指摘している c

これらは，東北経済の性格変化を考える tで典味深
い現象であると言えよう。

余論は， 1920年代から50年代までの東北経済を，

地域経済の連続性と断絶性から考察する試みを行な

っている。著者によれば，およそ社会経済の発展過

利において連続性と断絶性は必す{f在するものであ

るか， どちらの性質か怖く作用するかはその時々の

書 評

政治的，社会経済的状況によって異なるとし，東北

経済について連続性と断絶性がどのような影響を及

ぽしていたのかについて説明している。具体的には

農茫， L業，交通，金融，商業，貿易の各1指業につ

いて，束北各地での1920年代から50年代の排移を叙

述している結論はとくになく，各I卒業ことに1920

り代から50り一代の変化について跡つけた結果，束北

経済のいかなる特徴を指摘しようとしたのかは不明

である。

II 本書の特徴

本内は1986年に出版された『束北経済史』（以下，

前枠）をヘースにして書かれており、前著と団じ部

分も多いか，因き改めたり，追加が行なわれている

部分もある，，第1篇では商業の発展状況なとについ

て，前著では利用していなかった梢案を使って事実

を補っている (42~44ページ）。とくに93~118ペー

ジまでの商業や対外貿易関係を扱った部分は書き増

しが行なわれ，前著の叙述をかなり補充している。

第2篇，第3篇はほぽ前著と1,i]しであり，めだった

迅hrlは策：｝篇の519~538ペーシに， 1942年時点での

，，frk,新i;( （長春），吟爾浜における中国資本の企

業リストか加えられている点である。第 4篇，第5

篇，余篇は前著にはなく，新たに迅加された部分で

ある。

前著では1945年の「満州国」崩壊までしかカバー

していなかったが，本書では内戦期や中華人民共和

国以降の時期まで検討し，現在の状況をも展望しよ

うと試みている。また余篇は，近年注目を集めてい

る東北アシア経済圏構想を念叩に凸かれていると考

えられる 対外経済関係の推移か束北経済とどのよ

うなI関係を持っていたかについては前苫でも杓慮さ

れていたが， この余篇を読むことによってより簡潔

に知ることができる。

本書の構成は，前著出版以後の著者の問題関心の

変化をあらわしていると考えられる。つまり現在の

東北経済において，過去の東北経済はどのような影

腎を及ばしているのか，影響J]を残しているのはど

の部分てあり，そしてなぜその部分か影費力を残し
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冑

ている(/)か， という問題意識てあると，；‘l'名はぢえる

かかる問題登識かもっとも鮮明にあらわれてしヽるの

は，余論の連続ヤ1と断絶性についての高杓てある，

本内では田本的な見解は捉示されていないか、 一叶

年8月に長介で開催された東北：｝省中［K|経済史学会

(/）報告ては、この問題については今後とくに好察を

/J[Jえたいとしていた"I 11, 

本内の特色としては、 1l-実に対する苫行の執念か

ますあけられる"膨大な桔案，地Jjふ， IIJり物を‘ii'j

化して1i実を旧跡してい＜杓者U)エネルャーには感

晩せさるをえなし＼しかしなから呵本，りに叫述され

た多く (/)'ntの相7［関係かとのようてあった(/)かに

＇）いてはあまり述べられてしヽなし＼，これらをどのよ

うに解釈し， とのように束北紆済史像をどえていく

かについては，我々にとっても杓者にと＇）ても今後

(/）課闊となってし 1ると riえよう。

本内は多社(/)史料を駆使している｀方で，中国llil

内または外国の研究成果をほとんと典拠としてあけ

ていなし、， それらも参照してはいるか， 一次史料を

窮 1とすることから脚沈には，，山述しなし、d)か、はた

また他人の研究は依拠するに足らなしヽと朽えている

U)か． 軒者かとのように考えてしヽるかは 1~明てある

しかしなから中国においても優れた成果，例えば解

学詩．，版克良編苫『鞍鋼史 (1909~1948年）』（北）；し

冶金＿ー「茫出版ti 1984り），蘇祟民『満鉄史』（北出

中稚僭J.u 199(）年）なと， 水準0)砂しヽ研究もある。

また 1満州国 1期についての研究は， II本にお＼ヽ て

も優れたも d)か作在する，総して中国の研究は，研

究史に対する考慮かイサ足してし、ることか多いか，今

後は自已の見解を研究史 tにとのように位附つける

かについても留意してもらいたい，

Ill 問題）．［i、

以―卜ては本，りの問題点につしヽて＼ lくつか述べてみ

たし、の

ます， 各者は泊代(})t地1本系を［兌叫する(})に 1.I・1'

應， 1一般胆地 1, 「民地」という分類をしている。

11本てはi地に対する権利関係から「 'I鳳｛地」， 1民地 I

(}） 2種類に大｝｝IJし， 1一般腹地 1は 1,l.i地 1(}）中に

76 

含める見解か一般的てある。著者の定義する「l1地」

は一般的には1ご公壮園と呼はれるものであり， これ

に各種'H荘，旗地，職田などを加えたも(/)を総称し

て「‘IY地」と呼び，この一方で「民地 j が存在する

というのか標準的な理解であると評者は考えている，

杓者は t地に対する支配権の強弱から「‘H地」と

「一般旅地」のIX別をL張しているか，そのように

IX別するのならば「官地」に行壮まで含めることは

とうてあろうか、 占林官壮，黒龍i[‘H荘は駐防八旗

d)食糊供給をl1的としており，内務府‘打荘や盛点J―l

部官荘とは涅なる性格のものである。消朝崩壊後，

内務府lや直なとは清朝の私h地と認められたのに対

して，占林't̀｛荘，黒龍江Ii荘は公打地とみなされた

，点からも， I..Jし官荘といっても土地｝祈打の性格はそ

れそれ柑違していたことを知ることができるしまた

モンゴル人E公(/)怜理する蒙地を「官地」とぢえ，

泊朝H室力管轄していた卜地とす舌して分類する点

についても疑問である。

次に時期lX-夕｝についてみてみたい（ゴ本内の構成に

あらわれているように， 衿：者は以下の時期ドクヤをし

ていると若えられるい

(1) 清朝期 （i) 清朝人関～アヘン戦争

(ii) アヘン戦争～辛亥晶命

12) 民国期 (i)辛亥革命～1919年

(ii) 1919年～「満州巾変」

(3) 「満州国」期 (i) 「満州巾変」～1937年

(ii)1937年～1945"¥

(41 内戦期

(5) 人民共fll国期

(2)から(5)については評者も同様に衿えており，ま

た現{tもっとも怜'"]を得ている時期lX-分であると思

ぅ<,しかし清朝期をlメム分するに際して，アヘン戦争

をもって両期とすることには疑問である。おそらく

杓者は，中国経済史令体の視野から， とりわけ関内

紆済と東北経済(/)‘I'^ り的発展を強調するゆえに，ア

ヘン戦争を画期と考えたのではないかと拌者は推測

するりISI 0 たかアヘン戦;ftが東北経済に及ほした影

嘴は大きなものではなく、対外経済関係の変化を指

揉とするならば1861年の営ll開港を両期とするほう

か妥％であると苔える 0 常I］開港をもってIX:;}する
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衿え方は巾It~の学会にも存{I1, ili:りではこの区分

のほうが{iJ]視されているようてある',1(’’り

すてに指摘したか，本内の特徴は，多くの弔実に

駐ついて束It経済d)笈化を叙述している，点にあろ， 9

だが各所業d)状況は、時期Iメ分にしたか＇）て夕 11平さ

れてしヽるにすきないことか名し )3 し)ったしヽ 各1序茫は

とのような要因から変化してしゾたのか， また各序業

間の結ひ付きはとのようであったのかなとには答え

ておらず，総して立体的、溝追的な分析に乏しい，＇

例えは金融党につしヽては、各時期ごとに銭鋪かどこ

にとれたけあったとか、 との銀行かと0)ような紙幣

をとれたけ発行してしヽたかなとについては詳しく述

べているが、このような金融業の発展か商業や股哭

にいかなる影料を及ほしていたかについては明らか

にしてしゾない， i‘I'者はかつて農兜， 1惰業，金峨の連

閃を，鉄道を軸にして名察したことかあるか，片：者

はかかる坪解に対しては冷淡であ-)たりI7 I' 

東北紆済の構造を分析するにあたって、，苫：者も現

在の中囚で一般的に使われている「民族臼本」，「宜

僚資本」という概念を用いている本因の叙述は，

tに各廂業の発展動向を数は的にがすJj法かとられ
ていることから， 1官僚責木」の成｝もとか「民族賓

本 10)衰退という指摘にととまり、かかる資本d)盛

衰か束北経済に対してとのような構辿的＇生化をもた

らしたかなとについては説明されてし）ない，また仮

にこのような概念を使用して東北経済の構店を明ら

かにするとしても，巾給人民共和国以降についても

かかる方法は{i効てあろうか。周知0)ように、 II本

における研究では「民族貨本」， 1、if僚責本 1 という

ように政治的な観、点から賓本の竹格を判別する li法

は，最終的には行本の政治flかポイントとなるため，

経済的分析にはh付］ではないという認識が定着しつ

つある，本内は東北経済を清朝期から現{fまでのパ

ースペクティプをもって名察するという，これまで

の研究史を大きく tiii進させる両期的な観点を打つ著

作であるがゆえに，分析視角についても新たな観，点

を提出してもらしヽたかった。

国民経済という枠組かゆらぎ、地域経済に注Hか

集まる最近のアシア紆済であるが，地域経済0)泊動

は近年突如として形成されたのてはなく，歴史的に

書 評

形成されてきたも())か釦在化してきたと，iうことが

てきよう，地域経済を研究する際には，それを形成

してきた歴史的な背製に配慮しなから現―h：の状況を

考えることか何よりも求められている，，本内は歴史

学を学ぶ者たけてなく、現状分析をして＼ヽる人にも

参照していたたきたし、"

<ill) II本晶ては中国＊北地域とりい、「地lメ9 1 

という人現はあまり使わない（，しかし中国語では．本

内の，り名にもあるように中国巾北地I；；とし、う表現か使

われる，現hの中同語にも＇地域」としヽう，冶句は {fh

するか、使われることは名くなしヽようてある｛ ＇地rx」
より li、し)地域を表す時には，「区域」か名く使われる口

例えは．中北アシア地域は＊北Illilぺ域と表，，0されるこ

とか名し、．

(ii :!) 1 19:ll f]9,t5年間II本帝国「義移民我国束

北的侵略泊動」（U・歴史研究』 19611「第 3期）なとは先

駆的に「滴州開拓ll本人移民」について考察を加えた

研究てあり． l1本人研究者もよく参照している、

(ii :｝） 孔経綽氏はより詳細な東北経済史の通史U)

完成を考え．束北紆済史の研究者を組織して 4巻構成

0)'中国東北地I><絆済史」を出版しようとしていた n

弟l在にあたるfL経綺「編＂け代東北地 1メ経済史J （姶

爾浜 黒龍ii人民出版社 l990{f)は出版されたか．

第2荏『民l日時期東北地［ぺ経済史』・第 3巻『偽満時

期＊北地I;{絆済史』．第 4巻 r解放戦争時期的東北国

統L人経済』は現在でも未H！である。 l^l'Ĵ年孔経緯氏と

お会いした〖だ木 flHJU)策2~ 4巻は出服糸ftio)関係
から見送られてしヽると 0）ことをうかかった，～

(ii,1） このII、}の学会報行で孔経綽氏かl：張した論

91れは多鮫に及ふ。 "rしくは「中国経済史fII束北経済史
研究的Jl::ii'1JI(＇「l'i:ILi蘊叢』 1994年策（；期）を参照。

(ii 5) ｛L経緯＇束北地 1ーズfi本t義発展l11関内1j、人

地lメ~4,: l一義発展的統一竹り差界ヤt1い中国行本 l義
史綱労』 1之h ,"ト文史出版H 1988り）
国 6) 例えは，衣1呆中 I東北関党近代化研究』（｝ミ

介 ，行林文史出板社 1叩0年）なとを参照1

(ii 7) ,ii'者0)見解については，拙苫『中国近代東

北経済史研究 鉄迅敷設と中国束北粁済の変化 』

（巾方，り/,li 1993り）を参照。，沖名は束北＿二省中国経

済史学会 (1994年8/1)の際に名者とふ論をする機会

をt、'rったか．双hU)見解の相遵をふまえて共通U)岬解
にがろまてU)議論をすることはできなかった，

（文化女—f大学非常勤講師）
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